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新型コロナウイルス感染症対策で小中学校休業

ＩＣＮを活用して家庭学習をサポート

関連記事は20ページに掲載
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長
野
県
を
含
め
た
三
九
県
で
緊
急

事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、感
染
予
防
の
た
め
、様
々
な
制

約
は
継
続
さ
れ
、
私
た
ち
の
生
活
に

影
響
が
出
て
お
り
、
事
態
の
収
束
が

い
つ
に
な
る
の
か
わ
か
ら
な
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
村
の
取
り
組
み
な
ど

に
つ
い
て
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特

別
措
置
法
に
規
定
す
る「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態
宣
言
」

が
四
月
七
日
に
発
令
さ
れ
、
生
坂
村

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

本
部
を
同
法
に
基
づ
く
対
策
本
部
に

移
行
す
る
。

◆
第
一
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
本
部
会
議
を
四
月
一
〇
日

（
金
）に
行
う
。

①
生
坂
村
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

行
動
計
画
に
つ
い
て

②
生
坂
村
役
場
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
係
る
予
防
・
対
応
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
つ
い
て

③
感
染
対
策
強
化
期
間
の
保
小
中
学

校
の
対
応
に
つ
い
て

◆
松
本
圏
域
及
び
長
野
圏
域
に
つ
い

生
坂
村
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
伴
う
対
応
に
つ
い
て�

（
五
月
一
四
日
現
在
）

　

令
和
二
年
五
月
六
日（
水
）

◆
生
坂
村
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
支
援
事
業
に
つ
い
て

　

村
議
会
か
ら
の
提
言
を
受
け
、
村

独
自
の
住
民
支
援
策
を
ま
と
め
、
四

月
二
三
日
に
開
催
さ
れ
た
議
会
全
員

協
議
会
で
説
明
し
、実
施
し
て
い
ま
す
。

①
子
育
て
支
援
定
額
給
付
金

　

給
付
対
象
者　

　

生
坂
村
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
る
者
で
平
成
十
四
年
四
月
二

日
以
降
出
生
し
た
者（
高
校
生
以
下

全
員
）

　

基
準
日　

令
和
二
年
四
月
二
三
日

　

対
象
期
間　

五
月
三
一
日
ま
で

　

給
付
額　
一
人
当
た
り　

二
万
円

　

対
象
者　

二
〇
五
人

　

給
付
事
業
費　

四
二
〇
万
円

②
生
活
支
援
給
付
金

　

給
付
対
象
者　

生
坂
村
に
住
民
税

を
納
税
し
て
い
る
者
で
給
与
所
得
対

象
者
で
月
額
の
給
与
額
が
三
〇
％
以

上
減
っ
た
者

　

給
付
額　

一
人
当
た
り　

給
与
減

額
の
二
分
の
一
で
上
限　

三
万
円

　

給
付
事
業
費　

四
五
九
万
円

③
事
業
者
支
援
給
付
金

　

給
付
対
象
者　

昨
年
に
比
べ
三
〇

％
以
上
減
収
と
な
っ
た
事
業
者

　

給
付
額　

減
収
額
の
二
分
の
一
で

上
限　

二
〇
万
円

て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
発

生
区
分
が
レ
ベ
ル
１
か
ら
レ
ベ
ル
２

に
引
き
上
げ
ら
れ
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
警
戒
宣
言
が
長
野
県
よ
り
発
令
。

こ
れ
を
う
け
て
、
第
二
回
本
部
会
議

を
四
月
一
五
日（
水
）に
行
う
。

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
警
戒
宣
言

の
対
応
に
つ
い
て

◎
公
共
施
設
の
利
用
に
つ
い
て

〇
休
業
す
る
施
設

・
高
津
屋
森
林
公
園

・
農
産
物
加
工
施
設

・
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

・
生
坂
村
総
合
運
動
場
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

・
や
ま
な
み
荘
下
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

・
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
公
園

・
や
ま
な
み
荘

　

持
ち
帰
り
メ
ニ
ュ
ー
の
み
営
業

〇
休
業
す
る
期
間

　

令
和
二
年
四
月
一
八
日（
土
）か
ら

　

令
和
二
年
五
月
六
日（
水
）

〇
道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷

・
直
売
所　
　

通
常
営
業

・
か
あ
さ
ん
家　

臨
時
休
業

　

令
和
二
年
四
月
一
八
日（
土
）か
ら

　

対
象
者　

三
〇
事
業
所

　

給
付
事
業
費　

六
〇
〇
万
円

④
生
活
応
援
商
品
券

　

交
付
対
象
者　

生
坂
村
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者

　

基
準
日　

令
和
二
年
四
月
二
三
日

　

対
象
期
間　

五
月
三
一
日
ま
で

　

交
付
内
容　

一
人
当
た
り　

や
ま

な
み
荘
及
び
道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷

　

利
用
商
品
券
一
万
円

　

商
品
券
発
行
額　
一
七
四
七
万
円

⑤
殺
菌
・
消
毒
水
を
各
区
に
支
給

　

支
給
対
象
者

　

各
区
に
人
口
割
支
給

　

支
給
本
数　

各
区
に
二
八
〇
ml 

ス

プ
レ
ー
ボ
ト
ル　
一
五
四
本　

　

公
共
施
設　

四
六
本

　

計
二
〇
〇
本

　

事
業
費　

二
〇
万
六
千
円

◆
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
緊
急
経
済
対
策
へ
の
対
応

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊

急
経
済
対
策
の
た
め
の
国
の
補
正
予

算
が
四
月
三
〇
日
に
成
立
し
た
こ
と

を
受
け
、村
で
は
、村
議
会
の
ご
理
解

を
い
た
だ
き
専
決
予
算
対
応
で「
特

別
定
額
給
付
金
」の
交
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。

〇
交
付
申
請
書

　

五
月
七
日（
木
）発
送
、受
付
開
始

〇
給
付
金
交
付

　

五
月
一
五
日（
金
）よ
り
実
施
中

◆
緊
急
事
態
宣
言
延
長
へ
の
対
応

　

国
と
県
の
対
策
な
ど
も
考
慮
し
、

五
月
三
日（
日
）本
部
会
議
を
開
催
し
、

五
月
七
日（
木
）以
降
の
村
で
の
対
応

を
決
定
し
ま
し
た
。

〇
休
業
施
設

・
高
津
屋
森
林
公
園

・
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

・
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

・
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
公
園

・
や
ま
な
み
荘

　

持
ち
帰
り
メ
ニ
ュ
ー
の
み
営
業

　

令
和
二
年
五
月
七
日（
木
）か
ら

　

令
和
二
年
五
月
三
一
日（
日
）

〇
条
件
付
き
で
使
用
で
き
る
施
設

・
や
ま
な
み
荘
下
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

・
生
坂
村
総
合
運
動
場
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
利
用
で
き
る
方

　

個
人
及
び
家
族
で
の
利
用
に
限
る
。

　

令
和
二
年
五
月
七
日（
木
）か
ら

　

令
和
二
年
五
月
三
一
日（
日
）

〇
道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷

・
直
売
所　

当
面
の
間
時
短
営
業

・
か
あ
さ
ん
家　

臨
時
休
業

　

五
月
三
一
日（
日
）ま
で
延
期

　

長
期
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
今
後

も
村
民
の
皆
様
に
は
多
大
な
ご
不
便
、

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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子育て世帯の生活を支援するために一時金を支給します！

令和２年４月分（３月分を含む）の児童手当（本則給付）の受給者の方に支給します。 
対象児童１人につき、１万円です。 
※実施主体は、令和２年３月３１日時点での居住市町村（特別区含む）です。 
※「子育て世帯への臨時特別給付金」は、新型コロナウイルス感染症の影響を受けている、子育

て世帯の生活を支援する取組の一つとして、児童手当（本則給付）を受給する世帯（０歳～中
学生のいる世帯）に対する臨時特別の給付金（一時金）です。 

原則、申請は不要です。   生坂村では、６~７月頃に支給する見込みです。 

お問い合わせ  生坂村役場 住民課 生活環境係 電話 0263-69-3113（直通） 

生坂村 

➀給付金の案内チラシ・希望しない場合等の
届出書を送付します。

子育て
世帯

➁希望しない場合等のみ、届出書を返送して
ください。

➂児童手当登録銀行口座等へ振り込みます。

※公務員の場合は、申請が必要になります。

Ｑ．誰が支給対象者になりますか？

Ａ．令和２年４月分（３月分を含む）の児童手当（本則給付）の支給 
 を受けている方です。対象児童は、３月３１日までに生まれた児童 

であり、３月まで中学生だった児童（新高校１年生）も含みます。

Ｑ．いつ頃振り込まれますか？

Ａ．対象の方には、７月頃までに支給する見込みです。以降、確認ができなかった場合には、 
お問い合わせください。 

Ｑ．引っ越した場合には、給付金の振込はどうなりますか？

Ａ．「子育て世帯への臨時特別給付金」は、基準日（令和２年３月３１日）時点での居住市町 
村（特別区含む）から支給されますので、転入された方は、転入前の市町村にお問い合わせ 
ください。

Ｑ．公務員への支給方法はどうなりますか？

Ａ．公務員については、所属庁が支給対象者であると証明した上で、本人が居住市町村に申請 
してください。

Ｑ＆Ａ

＜ 子育て世帯への臨時特別給付金 ＞
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生坂村第6次総合計画策定
村民アンケート調査結果

　生坂村第6次総合計画策定の参考資料とするため、昨年1月か
ら2月に小学4年生以上の全村民を対象に行った「村民アンケー
ト」の結果について、4回に分け掲載し報告します。掲載は、回答
いただいた集計結果のみとし、結果に対するコメント等は掲載を
しません。
　今回は、回答者の性別・年齢・職業などの情報と、村に対する愛
着度と定住に関する内容について掲載します。

1.9%
0.4%

4.3%

7.2%

12.4%

12.6%

19.1%

20.6%

19.4%

2.0%
年齢

高校生
20歳未満（高校生を除く）
20～29歳
30～39歳
40～49歳
50～59歳
60～69歳
70～79歳
80歳以上
無回答

30.9%

49.3%

18.6%

1.3%
居住地域

南部

中部

北部

無回答

1.9%
0.4%

4.3%

7.2%

12.4%

12.6%

19.1%

20.6%

19.4%

2.0%
年齢

高校生
20歳未満（高校生を除く）
20～29歳
30～39歳
40～49歳
50～59歳
60～69歳
70～79歳
80歳以上
無回答

30.9%

49.3%

18.6%

1.3%
居住地域

南部

中部

北部

無回答

3

7

2

15

10

4

24

16

13

18

36

21

30

60

12

197

331

117

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

南部

中部

北部

地区別 居住年数の割合

1年未満 1～4年 5～9年 10～19年 20～29年 30年以上

◆調査対象者と有効回答数、回答率
対象者 対象者数 有効回答数 回答率
一般 1,593 940 59.01％

小中学生 67 65 97.01%
小学生は４年生～６年生を対象に実施

◆回答者の性別
　小中学生

男 女 無回答 合計
小中学生 28 36 １ 65

　一般
男 426
女 453
無回答 61

◆回答者の年齢（小中学生除く）
高校生 18

20歳未満（高校生を除く） 4
20 ～ 29歳 40
30 ～ 39歳 68
40 ～ 49歳 117
50 ～ 59歳 118
60 ～ 69歳 180
70 ～ 79歳 194
80歳以上 182
無回答 19

◆回答者の居住地域（小中学生除く）
南部

（小立野・下生野・日岐）
290

中部
（上生坂・下生坂・草尾）

463

北部
（昭津・大日向・宇留賀・古坂）

175

無回答 12

◆回答者の居住年数（小中学生除く）
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◆回答者の職業
農林水産業（専従） 89
自営業・事業主 71
会社員（民間企業・公的機関） 248
専業主婦・主夫 114
学生 24
パート・アルバイト 100
無職 246
その他 12
無回答 36

◆回答者の世帯構成（小中学生除く）
南部 中部 北部 不明 合計

一人暮らし 3 7 2 0 12
夫婦二人暮らし 15 10 4 1 30
二世代同居 24 16 13 0 53
三世代同居 18 36 21 0 75
その他 0 1 0 0 1
無回答 3 3 3 10 19

 
 
 
 
 
 
 
 
◆生坂村への愛着度（択一回答） 
 〇生坂村が好きか【小中学生】  
 
 
 
 
 
 
 
 
 〇生坂村への愛着度【一般】  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

62.5%

36.4%

18.8%

30.3%

12.5%

18.2%
3.1%
9.1%

3.1%

3.0%

0.0%

3.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校

中学校

好き どちらかというと好き どちらともいえない どちらかというと嫌い 嫌い 無回答

39.4%

27.8%

50.0%

27.5%

25.0%

21.4%

29.7%

35.0%

50.0%

60.4%

26.0%

16.7%

20.0%

30.9%

34.2%

30.5%

33.3%

22.2%

17.0%

22.0%

27.8%

37.5%

27.9%

23.1%

28.0%

21.7%

17.0%

17.0%

6.1%

5.6%

25.0%

10.0%

7.4%

11.1%

5.9%

3.9%

5.7%
2.7%

3.6%

16.7%

25.0%

5.0%

7.4%

7.7%
4.2%

1.7%

3.1%

3.0%

5.6%

1.5%

2.6%

1.7%

4.4%

2.1%

2.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

高校生

20歳未満（高校生を除く）

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

感じている どちらかというと感じている どちらともいえない

どちらかというと感じていない 感じていない 無回答
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◆定住希望  
 〇大人になっても村で暮らしていきたいか【小中学生】（択一回答） 

 
〇暮らしていきたい理由【小中学生】（複数回答） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇暮らしていきたくない理由【小中学生】（複数回答） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

62.5%

36.4%

18.8%

30.3%

12.5%

18.2%
3.1%

9.1%

3.1%

3.0%

0.0%

3.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校

中学校

暮らしていきたい どちらかというと暮らしていきたい どちらともいえない

どちらかというと暮らしていきたくない 暮らしていきたくない 無回答

2

12

0

12

6

2

2

10

3

12

11

0

7

2

0

2

0

0 5 10 15 20 25

買い物などが不便だから

電車やバスが不便だから

自然が少ないから

働く場所がないから

将来いい村になりそうもないから

遊ぶ場所が少ないから

生坂村が好きではないから

他に住んでみたいところがあるから

その他

小学生 中学生

13

1

2

4

11

8

1

1

2

1

2

3

1

0 5 10 15 20

自然がたくさんあるから

親が住んでいるから

将来いい村になりそうだから

友達が住んでいるから

生坂村が好きだから

生まれ育った村だから

親の家があるから

他に住みたいところがないから

その他

小学生 中学生
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◆定住希望  
 〇大人になっても村で暮らしていきたいか【小中学生】（択一回答） 

 
〇暮らしていきたい理由【小中学生】（複数回答） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇暮らしていきたくない理由【小中学生】（複数回答） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

62.5%

36.4%

18.8%

30.3%

12.5%

18.2%
3.1%

9.1%

3.1%

3.0%

0.0%

3.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校

中学校

暮らしていきたい どちらかというと暮らしていきたい どちらともいえない

どちらかというと暮らしていきたくない 暮らしていきたくない 無回答

2

12

0

12

6

2

2

10

3

12

11

0

7

2

0

2

0

0 5 10 15 20 25

買い物などが不便だから

電車やバスが不便だから

自然が少ないから

働く場所がないから

将来いい村になりそうもないから

遊ぶ場所が少ないから

生坂村が好きではないから

他に住んでみたいところがあるから

その他

小学生 中学生

13

1

2

4

11

8

1

1

2

1

2

3

1

0 5 10 15 20

自然がたくさんあるから

親が住んでいるから

将来いい村になりそうだから

友達が住んでいるから

生坂村が好きだから

生まれ育った村だから

親の家があるから

他に住みたいところがないから

その他

小学生 中学生

 
 
 
 
 
 
 
 
〇どんな村になったらいいと思うか【小中学生】（複数回答） 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇定住希望【一般】（択一回答）

（以下後報）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

42.3%

25.0%

10.0%

8.8%

23.1%

40.7%

46.1%

59.8%

61.0%

30.2%

27.8%

35.0%

47.1%

33.3%

33.9%

31.1%

23.7%

24.7%

12.6%

38.9%

25.0%

23.5%

17.1%

12.7%

13.9%

6.2%

5.5%

1.8%

5.6%

7.5%
1.5%

6.0%
0.8%

1.1%
1.0%

10.0%

22.2%

25.0%

22.5%

19.1%

17.9%

10.2%

5.6%

5.7%

4.4%

3.4%

5.6%

2.6%

1.7%

2.2%

3.6%

4.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

高校生

20歳未満（高校生を除く）

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

ずっと住むつもり できれば住み続けたい できれば村外に移りたい

すぐにでも村外に移りたい わからない 無回答

19

16

8

7

6

7

10

8

9

3

1

12

19

4

8

13

2

6

16

9

3

1

0 10 20 30 40

自然や緑が多い村

便利で快適な暮らしができる村

ぶどうやお米などおいしいたべものができる村

お店や工場などがあるあるいきいきとした村

観光やレジャーなどがある楽しい村

伝統や歴史を身近に感じられる村

健康で元気に暮らせる村

子育てしているひとが暮らしやすい村

事故や災害が少ない安全な村

グループ活動や地域の人たちとの交流がたくさんある村

その他

小学生 中学生
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（文責�北野 宏治） 

 
 

 

 

 

なお、新型コロナウイルスに感染拡大に伴い、正常な授業を行うことができず、大変ご心配をおかけしてい

す。子どもたちの命・健康を守ることと、子どもたちの学びへの影響を最小限に抑えること、という難しいバラ

ンスの中で臨時休業や分散登校等の対応をとっています。何とぞご理解とご協力を賜りますようお願いいたし

ます。                                  （文責：北野 宏治） 

 

 

 新入生１２名を迎えて全校７２名で、
令和２年度の生坂小学校がスタートしま
した。学校目標「一人ひとりが輝く生坂
っ子」の実現に向けて、全職員で力を合
わせて取り組んでまいります。今年も、
地域の皆様のご支援・ご協力を、よろし
くお願いいたします。 

 上図は本年度、学校教育目標「一人ひとりが輝く生坂っ子」を実現するため、具体的にどのような取り組み
をしていくのかを示したグランドデザインです。 
 この中の重点の１つ「自ら学ぶ姿勢づくり、対話して考えを深める授業」については、多くの教科で課題追
究型の授業を実施していきます。学習内容に対して子どもたちが必要感を持ち、見通しを持って学習に取り組
めるよう職員全体で努力をしていきたいと思います。また、「よりよい人間関係づくり」については、子ども
たちが安心してふれあい、良好な人間関係作りを育めるような人的・物的な環境づくりを行います。その中で、
子どもたちがお互いの良さを認め合い、切磋琢磨し合い、「輝く生坂っ子」に向かって成長していけるよう全
力で支援していきます。 

小学校だより
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令和２年度生坂中学校グランドデザイン 

中学校だより
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村
独
自
の
支
援
金
制
度「
絆
づ
く

り
支
援
金
」
の
今
年
度
事
業
の
募
集

を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
支
援
金
制
度
は
、
地
区
や
各

種
団
体
の
皆
さ
ん
が
地
域
の
特
色
を

活
か
し
た
地
域
振
興
や
活
性
化
の
た

め
、
自
主
的
に
取
り
組
む
協
働
事
業

に
係
る
経
費
に
対
し
て
、村
が
予
算
の

範
囲
内
で
補
助
金
の
交
付
を
行
う
制

度
で
す
。

　

今
年
度
、
事
業
を
希
望
す
る
場
合

は
、指
定
の
申
請
書
に
よ
り
、村
づ
く

り
推
進
室
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

事
業
計
画
や
申
請
に
つ
い
て
は
、村

づ
く
り
推
進
室
ま
た
は
、
地
区
担
当

職
員
が
ご
相
談
に
乗
っ
た
り
協
力
し

た
り
し
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●
補
助
対
象
事
業

　

地
域
振
興
や
活
性
化
の
た
め
に
区

や
常
会
、ま
た
は
五
名
以
上
の
村
民
に

よ
り
構
成
さ
れ
て
い
て
主
に
村
内
で

活
動
し
て
い
る
団
体
が
自
主
的
、主
体

的
に
取
り
組
む
事
業
と
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
営
利
を
目
的
と
し
た
収

益
事
業
や
宗
教
的
・
政
治
的
な
催
し
、

他
の
補
助
金
制
度
の
助
成
対
象
と
な

っ
て
い
る
事
業
等
は
対
象
外
と
し
ま

す
。

●
支
援
金
補
助
率

　

事
業
交
付
対
象
経
費
の
七
割
以

内
、限
度
額
三
〇
万
円
ま
で

●
交
付
対
象
事
業
年
度

　

同
一
事
業
を
複
数
年
に
わ
た
り
実

施
す
る
場
合
は
、
原
則
三
年
以
内
を

限
度
と
し
て
、補
助
対
象
と
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
特
別
な
理
由
に
よ
り
村

長
が
認
め
た
事
業
に
つ
い
て
は
こ
の

限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
交
付
申
請
書
の
提
出
期
限

　

六
月
三
〇
日（
火
）ま
で

詳
し
く
は
、村
づ
く
り
推
進
室
へ

☎
六
九–

三
一
一
一

　

令
和
元
年
度
の
ふ
る
さ
と「
い

く
さ
か
」
応
援
寄
付
の
総
額
が

三
二
五
〇
万
八
千
円
と
な
り
、
平
成

三
〇
年
度
よ
り
一
五
〇
〇
万
円
余
り

多
い
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
付
は
、一
部
今
年
度
の
事
業

に
充
て
る
ほ
か
、ふ
る
さ
と「
い
く
さ

か
」
応
援
基
金
に
積
み
立
て
、令
和
三

年
度
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定

で
す
。

　

財
政
状
況
が
厳
し
い
な
か
、村
の
貴

重
な
財
源
と
し
て
有
効
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
も
引
き
続
き
寄
付

を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

多
額
の
「
ふ
る
さ
と
い
く

さ
か
応
援
寄
付
」
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

令
和
二
年
度「
生
坂
村
絆
づ
く
り
支
援
金
」

事
業
を
募
集
し
ま
す

件数 金額 指示された使途

1 件 3,000,000 円 赤トンボフェスティ
バル時の花火に

418 件 5,423,000 円 福祉・教育

264 件 6,619,000 円 村長におまかせ

446 件 6,104,000 円 自然環境

811 件 10,995,000 円 村づくり

28 件 367,000 円 都市との交流

計1968 件 32,508,000 円

申請団体 事業名 事業内容
1 小舟常会 伝統と歴史ある日置

神社幟建ての継続を
目的とする事業

・のぼり竿、枠工事

2 雲根常会 雲根の観音堂をシロア
リから守る協働事業

・観音堂の床束補修、防虫・防腐塗装

3 草尾神明宮氏子
総代

草尾神明宮神楽殿維
持管理事業

・神楽殿の屋根補修

4 生坂ハチクの会 特産ハチクで村おこし
～令和のステップアッ
プ　破竹の勢いで新
規事業～

・「いくさかの郷お弁当」の商品化
・「ハチクの会」のノウハウを活かした灰

焼きおやきの商品化
・ポスター、のぼり、POP等作成

5 生坂村農業公社 かあちゃんたちの「生
坂ブランド」グレード
アップ大作戦事業

・特産品パッケージ作成
・ＰＲ出展

6 生坂村観光協会 Let'ｓ enjoy　いくさか
を五感で感じる観光
事業

・大城、京ヶ倉案内板設置
・登頂バッジ作成
・ＶＲ動画作成
・宣伝、ＰＲ　他

計 ６団体　６事業

申請書の提出
６月３０日までに、交付申請書により提出します。

➡
選定委員会の審査

選定委員会の委員は、職名等により５名以内で
組織し審査を行い、交付（不交付）決定を行い
ます。申請団体の代表の方に出席いていただき、
説明をしていただきます。

➡
交付（不交付）決定通知

事業に着手。交付決定後に、事業内容等を変更
しようとするときは、変更交付申請書等を提出
し、その承認が必要です。

➡
実績報告書及び請求書の提出

事業完了後は、30日以内または年度の末日のい
ずれか早い日に、必要書類を添付し実績報告書
を提出します。

令和元年度の実施事業一覧表 事業申請から交付までの流れ
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域
や
、
村
内
に
多
数
存
在
す
る
土
砂

災
害
警
戒
区
域
、
特
別
警
戒
区
域
等

が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
、
毎
年
の
よ
う
に
日
本
の

各
地
で
豪
雨
に
よ
る
大
規
模
な
災
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
長

野
県
内
で
も
堤
防
の
決
壊
に
よ
り
、

東
北
信
地
域
を
中
心
に
大
き
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
こ
う
し
た
災
害
に

備
え
る
た
め
、
配
布
さ
れ
た
冊
子
は

各
家
庭
で
目
を
通
し
て
い
た
だ
き
、

地
域
の
中
、
家
庭
内
で
災
害
時
の
対

応
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
災
害
時
に
適
切
な
行
動
が
と

れ
る
よ
う
自
宅
の
見
や
す
い
位
置
に

配
置
す
る
な
ど
、
適
切
な
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

村
で
は
「
長
野
県
地
域
発 

元
気
づ

く
り
支
援
金
」
を
活
用
し
て
、
防
災

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
併
せ
て
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
更
新
し
ま
し
た
。

　

新
た
に
作
成
し
た
防
災
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
は
、
避
難
情
報
に
伴
っ
て
発
令

さ
れ
る
警
戒
レ
ベ
ル
、
避
難
所
の
開

設
、
災
害
時
の
各
組
織
に
お
け
る
対

応
、
区
ご
と
の
自
主
避
難
基
準
・
避

難
場
所
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
の
防
災
懇
談
会
を

経
て
更
新
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が

付
属
さ
れ
て
お
り
、
平
成
三
〇
年
度

に
見
直
し
が
図
ら
れ
た
浸
水
想
定
区

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
に
よ
る
図
書
室
利
用
の
制

限
に
つ
い
て

　

現
在
図
書
室
で
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
と
し
て
以
下
の
対
応
を
と
ら

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
現

状
を
鑑
み
て
引
き
続
き
同
様
の
措
置

を
と
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

◆
貸
出
点
数
…
一
人
五
点
ま
で
→

　
　
　
　
　
　

一
人
八
点
ま
で

◆
貸
出
期
限
…
二
週
間
以
内
→

　
　
　
　
　
　

三
週
間
以
内

◆
図
書
室
内
の
滞
在
時
間
は
三
〇
分

　

毎
週
土
曜
日
一
一
時
～
一
三
時
放

送
中
「
E 

S
a
y 

Y
e
a
h
♪
あ

づ
み
野
! !
」
内
の
ビ
ブ
リ
オ
・
マ
ル

シ
ェ
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
で
、
生
坂
村

の
ほ
か
、
安
曇
野
市
、
松
川
村
、
池

田
町
等
の
図
書
館
司
書
が
順
番
で
出

演
し
て
、
一
冊
お
ス
ス
メ
本
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

五
月
二
日
放
送
分
で
は
「
三
密
」

を
避
け
、
屋
外
で
収
録
し
ま
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
か
ら
も
読
む

こ
と
の
で
き
る
、
無
料
電
子
図
書
館

『
青
空
文
庫
』
か
ら
「
桜
の
森
の
満
開

の
下
」
／
阪
口
安
吾
を
紹
介
し
ま
し

た
。
外
出
自
粛
期
間
で
も
、
い
つ
か

読
も
う
と
思
っ
て
い
た
名
作
や
積
読

本
を
読
む
時
間
を
と
れ
ば
、
心
の
充

実
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

今
回
紹
介
分
の
ラ
ジ
オ
放
送
は
終

わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
も
し

お
時
間
の
あ
る
方
は
是
非
聞
い
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

次
に
生
坂
村
司
書
が
出
演
す
る
の

は
…
お
楽
し
み
に
！

き
ま
し
ょ！

図
書
室

災害リスクマネジメント事業

「自らの命は自らが守る」
防災マニュアルを更新

以
内
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
借

り
た
本
は
な
る

べ
く
ご
自
宅
で

読
ん
で
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

◆
体
調
不
良
の
際
は
、
利
用
を
お
控

え
く
だ
さ
い
。

■
エ
フ
エ
ム
ラ
ジ
オ
に
、
司
書
が
出

演
中
！

　

図
書
室
の
司
書
が
、本
の
紹
介
の
た

め
に
、ラ
ジ
オ
に
出
演
し
て
い
ま
す
！

あ
づ
み
野
エフ
エ
ム（
76
・
1
M
H
z
）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
を
踏

ま
え
て
、
歯
科
診
療
所
で
は
、
治
療

を
受
け
ら
れ
る
患
者
さ
ま
を
守
る
た

め
、
今
ま
で
の
感
染
予
防
に
加
え
、

緊
急
性
の
高
い
治
療
に
制
限
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

◦
滞
在
時
間
を
少
な
く
す
る

◦
患
者
さ
ん
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に

◦
体
調
確
認

の
た
め
、
ま
ず
電
話
で
緊
急
性
・
体

調
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら

来
院
い
た
だ
き
ま
す
。

　

来
院
さ
れ
る
場
合
、
必
ず
お
電
話

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

緊
急
性
の
高
い
治
療
で
あ
っ
て

も
、
発
熱
や
咳
、
喉
の
痛
み
、
味
覚
・

臭
覚
の
異
常
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場

合
は
、
受
診
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

る
た
め
、
全
身
の
免
疫
力
が
低
下
す

る
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

▼
不
潔
な
お
口
は
肺
炎
の
リ
ス
ク
も

高
ま
り
ま
す
。

　

中
高
年
に
な
る
と
誤
嚥（
ご
え
ん
）

と
い
っ
て
、
食
べ
物
や
唾
液
が
気
道

に
入
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
お
口
が
不
潔
だ
と
、
こ
の
時
た

く
さ
ん
の
細
菌
が
気
管
に
入
っ
て
肺

に
ま
で
至
り
、
誤
嚥
性
肺
炎
と
い
う

肺
炎
を
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
誤

嚥
の
リ
ス
ク
が
高
い
方
は
、
ウ
イ
ル

ス
性
肺
炎
の
リ
ス
ク
も
高
く
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

▼
歯
ぐ
き
に
住
む
歯
周
病
菌
が
血
流

に
乗
っ
て
全
身
を
駆
け
巡
り
、
体
の

あ
ち
こ
ち
に
炎
症
を
起
こ
し
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
、
歯
ぐ
き
の
炎
症
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
炎
症
性
物
質
も
血

流
に
乗
っ
て
全
身
へ
と
ば
ら
ま
か
れ

ま
す
。
そ
の
結
果
、
体
の
免
疫
が
乱

さ
れ
て
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
る
炎
症

症
状
が
進
み
や
す
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

ご
自
身
の
感
染
予
防
の
一
環
と
し

て
、
手
洗
い
・
う
が
い
に
加
え
、
丁

寧
な
歯
み
が
き
を
心
が
け
て
く
だ
さ

い
。
舌
を
み
が
く
こ
と
も
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

生
坂
村
歯
科
診
療
所

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

に
は
口
腔
ケ
ア
も
重
要
で
す
。

口
腔
ケ
ア
を
行
う
こ
と
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト

▼
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
は
、
鼻
と
口
と

目
か
ら
起
こ
り
ま
す
。
お
口
が
不
潔

だ
と
、
細
菌
が
繁
殖
し
、
細
菌
が
出

す
タ
ン
パ
ク
分
解
酵
素
は
、
ウ
イ
ル

ス
が
粘
膜
細
胞
の
中
に
感
染
す
る
こ

と
を
促
進
し
ま
す
。
清
潔
な
体
の
表

面
に
病
原
菌
は
付
着
し
に
く
い
の
で

す
。
特
に
歯
周
病
菌
は
強
力
な
タ
ン

パ
ク
質
分
解
酵
素
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

お
口
を
清
潔
に
し
、
健
康
に
保
つ

こ
と
は
ウ
イ
ル
ス
が
人
に
感
染
す
る

の
に
必
要
な
酵
素
を
減
ら
す
の
で
、

感
染
へ
の
水
際
対
策
に
な
り
ま
す
。

▼
不
潔
な
お
口
は
腸
内
細
菌
の
バ
ラ

ン
ス
乱
し
て
全
身
の
免
疫
力
を
弱
め

ま
す
。

　

腸
内
細
菌
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る

と
、
感
染
症
に
か
か
り
や
す
く
な
っ

た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
全
身
疾
患
が
発

症
し
や
す
く
な
る
と
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
お
口
の
細
菌
が
食
道
・
胃
を
通

っ
て
腸
内
に
入
り
腸
内
細
菌
の
バ
ラ

ン
ス
を
乱
し
て
し
ま
い
ま
す
。
お
口

が
不
潔
だ
と
、
食
事
の
た
び
に
た
く

さ
ん
の
お
口
の
細
菌
が
腸
に
運
ば
れ

　

五
月
に
入
り
、
新
緑
の
芽
吹
き
が

爽
や
か
に
感
じ
る
時
季
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
ま
ま
夏
に
な
る
の
で
は
、

と
思
わ
せ
る
よ
う
な
暑
い
日
も
あ
り

ま
す
。「
家
族
や
友
人
と
ど
こ
か
遠

く
へ
」
と
思
っ
て
も
、
現
在
の
新
型

コ
ロ
ナ
禍
で
は
自
粛
せ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
必
需
品
の
買
い
物
で
の
外

出
も
細
心
の
注
意
が
必
要
で
す
。
二

月
二
五
日
に
松
本
保
健
所
管
内
で
発

症
者
が
確
認
さ
れ
三
ヶ
月
が
た
ち
ま

す
。
思
い
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、

疲
弊
感
が
増
し
て
い
る
の
は
否
め
ま

せ
ん
。

　

そ
こ
で
「
買
い
物
も
、
外
食
も
少

し
控
え
よ
う
」
と
お
考
え
の
方
は
、

ぜ
ひ
、や
ま
な
み
荘
の
仕
出
し
弁
当
・

お
持
ち
帰
り
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
す
で
に
全
戸
配
布
で
チ
ラ

シ
が
お
手
元
に
届
い
て
い
る
か
と
思

い
ま
す
。
豊
富
な
品
揃
え
で
す
の
で

ご
家
族
の
お
食
事
や
、
晩
酌
の
お
つ

ま
み
に
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
受
け

取
り
に
来
ら
れ
な
い
方
は
配
達
い
た

し
ま
す
。「
弁
当
と
お
持
ち
帰
り
メ

ニ
ュ
ー
と
の
注
文
の
仕
方
が
わ
か
り

づ
ら
い
」
と
お
思
い
の
方
は
、
お
電

話
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
生
坂
村

生
活
応
援
商
品
券
も
お
使
い
に
な
れ

ま
す
。
期
間
限
定
メ
ニ
ュ
ー
も
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
お
楽
し
み
に
お

待
ち
く
だ
さ
い
。

　

新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
、
気
が
め
い

る
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
で
す
が
、
や
ま

な
み
荘
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
料
理
で
、

み
な
さ
ん
の
お
腹
と
心
を
少
し
で
も

満
た
せ
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

一
日
も
早
く
、
世
界
が
、
日
本
が
、

そ
し
て
皆
さ
ん
が
、
日
常
を
取
り
戻

せ
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

の
ん
び
り

湯
っ
た
り

湯
っ
た
り

や
ま
な
み
荘

ゆ

歯
っ
ぴ
ー
た
い
む
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日
本
で
は
毎
年
の
よ
う
に
、大
雨
や

台
風
な
ど
に
よ
る
洪
水
や
土
砂
災
害

な
ど
が
発
生
し
、多
く
の
被
害
が
で
て

い
ま
す
。

　

注
意
報
や
警
報
、
避
難
勧
告
や
避

難
指
示
が
発
信
さ
れ
て
も
、
住
民
に

正
し
く
理
解
さ
れ
ず
逃
げ
遅
れ
者
の

発
生
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ

り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
が
災
害
発
生
の
危
険
度
を

直
感
的
に
理
解
し
、
的
確
に
避
難
行

動
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、避
難

に
関
す
る
情
報
や
防
災
情
報
を「
警

戒
レ
ベ
ル
」を
用
い
て
伝
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

《
警
戒
レ
ベ
ル
を
用
い
た
防
災
情
報
》

　

警
戒
レ
ベ
ル
は
１
か
ら
５
ま
で
の

５
段
階
あ
り
ま
す
。

《
避
難
場
所
の
確
認
は
で
き
て
い
ま
す

か
？
》

　

避
難
情
報
が
出
た
と
き
は
、
周
囲

に
声
を
掛
け
合
っ
て
、安
全
・
確
実
に

避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

避
難
す
る
た
め
に
も
、お
住
い
の
近

く
の
避
難
場
所
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

避
難
場
所
は
、生
坂
村
の
防
災
マ
ッ

プ
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
ご
家
族
同
士
の
安
否
確
認
の
方
法

は
決
め
て
い
ま
す
か
？
》

　

別
々
の
場
所
で
被
災
し
た
と
き
で

も
お
互
い
の
安
否
を
確
認
で
き
る
よ

う
集
合
場
所
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

　

災
害
時
は
電
話
が
つ
な
が
り
に

く
い
の
で
、
安
否
確
認
に
災
害
用
伝

言
ダ
イ
ヤ
ル
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
１
７
１
】に
電
話
を
か
け
伝
言
を
録

音
す
る
こ
と
で
、自
分
の
電
話
番
号
を

知
っ
て
い
る
家
族
に
伝
言
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
松
本
広
域
消
防
局　

明
科
消
防
署
」

☎
六
二

－二
九
九
二

　

災
害
発
生
の
危
険
度
が
高
く
な
る

ほ
ど
数
字
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
警

戒
レ
ベ
ル
が
発
表
さ
れ
た
と
き
は
、適

切
な
対
応
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

◦
警
戒
レ
ベ
ル
１　

災
害
へ
の
心
構
え
を
高
め
る
。

◦
警
戒
レ
ベ
ル
２　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
で
避
難
行

動
を
確
認
し
ま
す
。

◦
警
戒
レ
ベ
ル
３　

高
齢
の
方
や
障
が
い
の
あ
る
方
な

ど
、避
難
に
時
間
の
か
か
る
方
や
そ

の
支
援
者
の
方
は
避
難
し
、そ
れ
以

外
の
人
は
避
難
の
準
備
を
し
ま
す
。

◦
警
戒
レ
ベ
ル
４　

対
象
と
な
る
地
域
住
民
の
方
々
は

全
員
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

◦
警
戒
レ
ベ
ル
５　

す
で
に
災
害
が
発
生
し
て
い
る
状

況
で
す
。命
を
守
る
た
め
の
最
善
の

行
動
を
！

《
避
難
情
報
は
ど
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ

る
の
？
》

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
防
災
行
政
無
線
な
ど
で
伝
達
し

ま
す
。

　

毎
日
、毎
日
、目
に
見
え
な
い
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
で
疲
れ
が

出
て
き
て
い
る
今
日
こ
の
頃
、
皆
様
、

い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
。

　

か
あ
さ
ん
家
で
も
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
の
徹
底
や
従
業
員
の
健
康
管
理
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
対
策
を
と
っ
て
対
応
し

て
い
ま
す
。

　

国
の「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊

急
事
態
宣
言
」
を
受
け
て
、
接
客
を

伴
う
食
堂
は
、
四
月
一
八
日
か
ら
五

月
一
七
日
ま
で
の
間
、
臨
時
休
業
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
休
業
期
間
中
も

直
売
所
で
は
い
つ
も
通
り
お
や
き
や
、

お
ま
ん
じ
ゅ
う
、そ
し
て
、食
堂
で
人

気
メ
ニ
ュ
ー
の
ト
ン
カ
ツ
、山
賊
焼
き

な
ど
を
お
惣
菜
と
し
て
提
供
し
て
き

ま
し
た
。
連
休
中
は
、
村
内
に
利
用

券
が
配
布
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
お

買
い
物
を
さ
れ
る
お
客
様
で
、
毎
日

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に
お
や

き
や
お
ま
ん
じ
ゅ
う
は
人
気
で
、
毎

日
た
く
さ
ん
作
り
ま
し
た
。

　

五
月
一
九
日
か
ら
は
、食
堂
も
営
業

時
間
を
短
縮
し
て
再
開
し
、
お
惣
菜

も
引
き
続
き
、店
頭
に
て
販
売
し
て
お

り
ま
す
。コ
ロ
ナ
騒
動
が
終
息
す
る
ま

で
の
間
、ま
だ
ま
だ
家
に
い
る
こ
と
が

多
く
な
り
ま
す
ね
。「
ち
ょ
っ
と
だ
け

手
を
抜
き
た
い
な
」
と
思
う
の
は
、私

だ
け
で
し
ょ
う
か
。そ
ん
な
時
、か
あ

さ
ん
家
に
山
賊
焼
き
な
ど
の
お
惣
菜

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

電
話
で
の
予
約
も
承
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、ま
だ
ま
だ
気
の
抜
け
な

い
状
況
が
続
き
ま
す
が
、
営
業
す
る

に
あ
た
り
、今
ま
で
以
上
に
従
業
員
の

体
調
管
理
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
の
徹

底
、密
に
な
ら
な
い
た
め
の
空
間
の
工

夫
を
し
て
、
お
客
様
の
安
心
安
全
に

気
を
配
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
笑
顔
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
！

か
あ
さ
ん
家
副
店
長

　平 

林  

ひ
ろ
み

【防災アドバイス】

　松本広域消防局
　　　明科消防署

〈避難情報〉
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高
齢
者
の
訪
問
見
守
り
業
務
を
行

っ
て
い
る
齋
藤
で
す
。大
好
き
隊
に
な

っ
て
一
年
七
ヶ
月
が
過
ぎ
、早
く
も
任

期
の
折
り
返
し
を
迎
え
ま
し
た
。

　

長
期
に
わ
た
る
自
粛
に
加
え
、
先

の
見
え
な
い
不
安
感
で
ス
ト
レ
ス
を

抱
え
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
、現
在
は
訪
問
を
控
え
、電
話

連
絡
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
私
は
、こ
ど
も
英
会
話
講

師
や
飲
食
店
勤
務
の
経
験
し
か
な
く
、

事
務
所
に
座
り
っ
ぱ
な
し
の
仕
事
は

　

先
日
、生
坂
産
の
大
豆
を
使
い
子
ど

も
達
と
一
緒
に
味
噌
を
仕
込
み
ま
し

た
。
五
歳
の
長
男
は
二
度
目
で
す
が
、

昨
年
は
よ
ち
よ
ち
歩
き
だ
っ
た
二
歳

の
娘
は
初
挑
戦
。
途
中
ト
イ
レ
に
行

き
た
く
な
っ
た
り
、大
人
用
の
ビ
ニ
ー

ル
手
袋
を
つ
け
た
い
と
泣
き
だ
し
た

り
、混
ぜ
て
い
る
最
中
に
く
し
ゃ
み
を

連
発
し
た
り
、と
に
か
く
大
騒
ぎ
で
し

た
。
娘
に
し
て
み
れ
ば
、混
ぜ
混
ぜ
し

た
も
の
が
味
噌
に
な
る
な
ん
て
分
か

っ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
け
れ
ど
、と
て

も
良
い
経
験
に
な
っ
た
だ
ろ
う
し
、長

男
と
同
様
に
お
い
し
い
と
味
噌
汁
を

飲
ん
で
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い

で
す
。

　

生
坂
産
の
お
米
や
味
噌
を
毎
日
い

た
だ
く
地
産
地
消
は
、
私
が
長
年
目

指
し
て
き
た
生
活
ス
タ
イ
ル
で
す
。良

い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
本
当
に

幸
せ
で
す
。こ
の
状
況
下
、ま
だ
東
京

に
住
ん
で
い
た
ら
、お
そ
ら
く
こ
ん
な

初
め
て
で
す
。た
だ
で
さ
え
車
生
活
に

な
っ
た
こ
と
で
運
動
不
足
な
の
で
、健

康
応
援
隊
や
歩
こ
う
部
の
再
開
が
本

当
に
待
ち
遠
し
い
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
と
お
話
し
し
て
い

る
と
、目
に
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
と
隣

り
合
わ
せ
に
あ
る
恐
怖
の
声
や
、会
え

る
は
ず
だ
っ
た
お
孫
さ
ん
と
会
え
な

く
な
っ
て
寂
し
い
と
い
う
声
な
ど
が

良
く
聞
か
れ
ま
す
。

　
一
方「
こ
ん
な
時
こ
そ
う
ま
く
や
り

く
り
し
な
く
ち
ゃ
」と
、前
向
き
な
気

持
ち
を
お
持
ち
の
方
も
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
、私
も
頑
張
ら
な
く
て
は

と
元
気
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　

電
話
が
つ
な
が
ら
な
い
方
や
、怪
し

い
電
話
と
思
わ
れ
て
切
ら
れ
て
し
ま

う
方
が
い
ま
す
。健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

☎
六
九-

三
五
〇
〇
か
ら
の
着
信
は
齋

藤
で
す
。怪
し
い
電
話
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
私
の
顔
を
思
い
出
し
、電
話
に

出
て
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

ま
た
、心
配
事
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
い

つ
で
も
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
　
　

◇　
　

◇　
　

◇

充
実
し
た
時
間
の
過
ご
し
方
は
絶
対

に
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
と
話
を
す
る
中
で「
テ
レ
ビ

を
見
て
い
て
も
、
毎
日
同
じ
ニ
ュ
ー
ス

ば
か
り
で
嫌
に
な
る
の
で
畑
に
出
て

ス
ト
レ
ス
発
散
を
し
て
い
る
」と
伺
い
、

私
も
こ
の
よ
う
な
時
間
の
使
い
方
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
に
お
会
い
で
き
な
く
て
と

て
も
寂
し
い
で
す
！
一
日
で
も
早
く
日

常
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、一
緒
に

乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

�

（
齋
藤 

多
美
子
）

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
安
藤
で
す
。

　

こ
の
五
月
末
で
ち
ょ
う
ど
着
任
か

ら
一
年
に
な
り
ま
す
。一
年
の
中
で
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。協

力
隊
と
し
て
の
理
想
と
現
実
。
充
実

感
や
希
望
が
見
え
て
く
る
一
方
で
、や

っ
て
い
る
こ
と
へ
の
疑
問
や
問
題
点
も

表
面
化
し
て
き
ま
す
。こ
の
ま
ま
続
け

て
良
い
も
の
か
検
討
し
ま
し
た
が
、も

う
一
年
は
継
続
す
る
こ
と
に
決
め
ま

し
た
。私
た
ち
協
力
隊
は
、任
期
後
の

進
路
を
自
分
で
決
め
ま
す
。
生
坂
村

に
定
住
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
生

計
を
立
て
る
算
段
を
考
え
、地
域
と
の

つ
な
が
り
を
強
め
人
間
関
係
を
築
い

て
い
き
ま
す
。そ
う
や
っ
て
任
期
後
も

こ
の
村
で
生
活
し
て
い
け
る
か
の
判

断
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

私
の
今
年
の
主
な
活
動
は
、
農
業

公
社
の
野
菜
作
り
に
携
わ
る
こ
と
で

す
。種
か
ら
苗
を
育
て
、定
植
後
に
は

収
穫
す
る
ま
で
に
整
葉
、追
肥
、防
除

と
い
っ
た
管
理
作
業
が
数
知
れ
ず
あ

り
ま
す
。日
々
、作
物
の
状
態
と
変
化

を
観
察
す
る
こ
と
で
気
付
い
た
病
気

や
害
虫
に
対
処
し
、健
康
で
形
の
良
い

野
菜
に
育
成
し
て
い
き
ま
す
。き
っ
と

新
し
い
発
見
や
習
得
す
る
技
術
、
学

ぶ
こ
と
が
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
特

殊
な
状
況
下
に
お
い
て
、自
分
に
で
き

る
こ
と
を
考
え
直
さ
な
く
て
は
い
け

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。こ
う
い
う
時

だ
か
ら
こ
そ
、
協
力
隊
が
連
絡
を
取

り
合
い
、困
っ
て
い
る
こ
と
を
助
け
合

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
気
が
し

ま
す
。
私
た
ち
の
活
動
も
本
来
は
規

則
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
も
の
で
は

な
く
、一
人
ひ
と
り
の
主
体
性
や
向
上

心
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
支
え
ら
れ
る
べ

き
も
の
だ
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

�

（
安
藤 

哲
雄
）

コ
ロ
ナ
不
安
の
中
で

協
力
隊
と
し
て
の
活
動
は

24
（通巻82号）

令和２年度 各地区を担当する大好き隊員
担当地区 隊員氏名

南　　部 
（小立野・下生野・日岐）

集落支援員　小野　   正
地域おこし協力隊員
　　　　　本田　健一

中　　部 
（上生坂・下生坂・草尾）

集落支援員　吉澤　   彰
集落支援員  佐久間 拓郎

集落支援員 寺岡　謙次
集落支援員 山田　尚弘

北　　部 
（昭津・大日向・ 
宇留賀・古坂）

　

　　　　　

生坂産の大豆で、子ども達と一緒に
味噌を仕込みました

ハウスの中でズッキー
ニの花が咲きました
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食生活改善推進協議会★おすすめレシピ
子どもと一緒に料理することは、食事への関心を高め、好き嫌いの克服へ繋がります。下記の料理
は、そんな時におすすめのメニューです。ぜひ一緒に作ってみてください。

作り方
①　玉ねぎ、エリンギ、にんにく、しょうがはみじん切りに
する。

②　フライパンに油、にんにく、しょうが、カレー粉を入れ
て炒める。香りがたってきたら、玉ねぎとエリンギを加
え、しんなりとするまで炒める。

③　②にAとサバ缶を汁ごと加える。サバの身をヘラでつ
ぶしながら、混ぜ合わせ、汁気がなくなるまで煮詰め
る。

④　③にごはん、グリーンピースを加え、均一になるように
混ぜながら、炒める。

材　料（４人分）
ごはん 600g
サバ水煮缶 １缶(190g)
玉ねぎ １個
エリンギ ３本
グリーンピース 30g
にんにく １片
しょうが １片
カレー粉 大さじ１
油 大さじ１
　　ウスターソース 大さじ１
　　ケチャップ 大さじ１
　　砂糖 小さじ２

主食　サバのドライカレー

［１人分］ 熱量426 kcal、たんぱく質15.9 g、脂質9.0 g、
 食塩相当量0.9 g

【作り方】
①　切り干し大根は洗って、水で戻し、３cm長さに切る。
②　フライパンに、①とBを入れて切り干し大根がやわら
かくなるまで加熱する。

③　器に盛り、パセリを散らす。

材　料（４人分）
切り干し大根 20g
　　トマトジュース（食塩無添加） 200ml
　　ツナ缶 １缶
　　ウスターソース 大さじ１
パセリ 少々

［１人分］ 熱量76kcal、たんぱく質4.1 g、脂質 3.9 g、
 食塩相当量0.6 g

A

B

副菜　切り干し大根のトマト煮

手前２品がサバのドライカレーと
切り干し大根のトマト煮です

＊切り干し大根は、たくさん取れた大根を保存しておくために考えられた食材です。今回は洋風に煮ます。
　伝統の食材を、新しい味で食べてみましょう。

＊ひき肉の代わりにサバ水煮缶を使います。サバなどの青魚は、健康維持に欠かせないＤＨＡ、ＥＰＡなどの
　必須脂肪酸を多く含んでいます。積極的に取りましょう。
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電池切れの場合、赤いランプ

が点灯します 
向かって右側面にある、電

源スイッチを切る 

左側面のコンセントを外す 
正面のカバーを下へずらし、

電池（単 1又は単 2電池）を交換する 

カバーを付け、コンセント

を差し込む 
電源スイッチを入れる 

電池交換終了 

電池交換の方法がわからない、無線機が聞こえな

い、雑音がするなどのお問い合わせは役場総務課

までご連絡ください。 電話６９-３１１１  

防災行政無線（同報系）の個別受信機には、災害時に確実かつ迅速に防災情報を伝達する役割

があります。電池が切れたままだと、停電時に放送を聴くことができず、防災行政無線としての

役割を果たすことができません。 
そうならないためにも、各家庭で個別受信機の電池の点検と、電池切れの場合には電池交換を

お願いします。 
※放送終了時に「ピーピー」と音が鳴る場合も電池交換が必要です。 

防災行政無線（同報系）個別受信機
電池の点検・交換をお願いします

入
切

入
切
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来
年
四
月
に
採
用
予
定
の
松
本
広

域
連
合
消
防
職
員
（
上
級
）
の
採
用

資
格
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。

◆
募
集
内
容

・
試
験
区
分　

上
級　

消
防

・
採
用
予
定
人
員　

若
干
名

・
受
験
資
格　

平
成
四
年
四
月
二
日

か
ら
平
成
一
一
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
学
卒
業
程

度
の
学
力
を
有
す
る
人
（
日
本
国

籍
を
有
す
る
人
）

◆
第
一
次
試
験
（
教
養
・
適
性
・
体

力
試
験
）

・
令
和
二
年
六
月
二
八
日
（
日
）

・
教
養
試
験 

松
本
市
役
所
波
田
支

所
・
体
力
試
験 

松
本
市
波
田
体
育
館

◆
受
験
申
込

・
令
和
二
年
六
月
一
〇
日
（
水
）
か

ら
六
月
一
四
日
（
日
）
ま
で
【
令

　

相
続
が
発
生
す
る
と
、
預
貯
金
口

座
の
解
約
、
保
険
金
の
請
求
、
相
続

税
の
申
告
等
さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き
が

必
要
で
す
。
こ
れ
ら
の
手
続
き
に
は
、

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
の
戸
除

籍
謄
本
等
を
取
得
し
、
金
融
機
関
や

保
険
会
社
ご
と
に
提
出
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
手
数
料
も
負
担
に

な
り
、
戸
除
籍
謄
本
等
の
束
を
持
ち

歩
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

相
続
証
明
制
度
は
、
登
記
所
（
法

務
局
）
に
戸
除
籍
謄
本
等
の
束
と
一

覧
図
を
提
出
す
れ
ば
、
そ
の
一
覧
図

に
証
明
文
を
付
し
た
写
し
を
無
料
で

交
付
し
ま
す
。

　

そ
の
後
は
、
一
覧
図
の
写
し
を
利

用
す
れ
ば
、
戸
除
籍
謄
本
等
の
束
を

提
出
す
る
必
要
が
な
い
の
で
大
変
便

利
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
法
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
又
は
長
野
地
方
法
務
局
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

長
野
地
方
法
務
局

☎
〇
二
六-

二
三
五-

六
六
一
一

和
二
年
六
月
一
四
日
（
日
）
消
印

有
効
】

　

松
本
広
域
連
合
事
務
局
へ
、
必
ず

郵
送
で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ

い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
本
人
持
参
の
申
込

み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

◆
試
験
案
内
・
申
込
用
紙

・
松
本
広
域
連
合
事
務
局
、消
防
局
、

各
消
防
署
及
び
松
本
広
域
連
合
関

係
八
市
村
の
役
所
・
役
場
に
あ
り

ま
す
。

※
郵
送
希
望
の
方
は
、一
四
〇
円
切

手
を
貼
付
し
、
送
付
先
の
住
所
、

氏
名
を
記
載
し
た
角
型
二
号
の
返

信
用
封
筒
を
同
封
の
う
え
、
赤
字

で「
試
験
案
内
希
望
」
と
明
記
し

て
お
早
め
に
次
の
宛
先
へ
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

〒
三
九
〇-

一
四
〇
一

松
本
市
波
田
四
四
一
七
番
地
一

松
本
市
役
所
波
田
支
所
四
階

松
本
広
域
連
合
事
務
局
総
務
課

☎
八
七-

五
四
六
〇

※
試
験
案
内
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

　

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

http:// w
w

w
.m

-kouiki.or.jp

　

公
共
の
電
波
を
正
し
く
使
用
す
る

た
め
に
、
電
波
法
と
い
う
ル
ー
ル
が

あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、ル
ー
ル
を
守
ら
な
い「
不

法
無
線
局
」
か
ら
発
射
さ
れ
る
電
波

に
よ
る
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障

害
や
消
防
・
救
急
や
航
空
な
ど
重
要

な
無
線
通
信
へ
の
混
信
・
妨
害
は
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
な

ど
に
よ
り
、
日
本
で
は
使
用
で
き
な

い
外
国
規
格
の
違
法
な
無
線
機
器

（
技
適
マ
ー
ク

付
い
て
い
な
い
ト

ラ
ン
シ
ー
バ
ー
な
ど
）
が
流
通
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
比
較
的
容
易
に

入
手
で
き
る
た
め
、
法
令
違
反
の
認

識
が
な
い
ま
ま
使
用
し
、
混
信
妨
害

の
原
因
者
と
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
ま
す
。

　

六
月
一
日
か
ら
一
〇
日
は
、
電
波

利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間

で
す
。
私
た
ち
み
ん
な
の
財
産
で
あ

る
電
波
の
良
好
な
利
用
環
境
を
守
る

た
め
、
不
法
無
線
局
を
な
く
し
、
電

波
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

　

電
波
に
関
す
る
こ
と
は
、
信
越
総

合
通
信
局
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

信
越
総
合
通
信
局

・
無
線
設
備
へ
の
混
信
・
妨
害
及
び

違
法
な
無
線
設
備
の
情
報
に
関
す

る
こ
と

　

監
視
調
査
課　

　

☎
〇
二
六
‐
二
三
四
‐
九
九
七
六

・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
放
送
の
受

信
障
害
に
関
す
る
こ
と

　

受
信
障
害
対
策
官

　

☎
〇
二
六-

二
三
四-

九
九
九
一

松
本
広
域
連
合
消
防

職
員
採
用
資
格
試
験

の
お
知
ら
せ

「
相
続
証
明
制
度
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

守
ろ
う
！

電
波
の
ル
ー
ル

★
お
め
で
と
う

　
　

 

ご
ざ
い
ま
す
★

藤
澤 

春は
る

斗と 

ち
ゃ
ん
（
4
月
24
日
生
）

良
太
・
采
さ
ん
（
上
生
坂
）

甲
斐
澤 

優ゆ
う

臣じ
ん

ち
ゃ
ん（
4
月
25
日
生
）

伸
一
・
友
加
里
さ
ん
（
上
生
坂
）

◆
お
悔
や
み

　

申
し
上
げ
ま
す
◆

勝
家 

正
悦 

さ
ん
（
91
歳　

昭　

津
）

井
口 

勇
榮 

さ
ん
（
94
歳　

宇
留
賀
）



生坂村ホームページ

し
ま
し
た
。

　

村
で
制
作
し
た
映
像
に
は
、小
・

中
学
校
の
教
職
員
に
出
演
し
て
い

た
だ
き
、
家
庭
学
習
サ
ポ
ー
ト
動

画
で
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
箇
所
の
コ
メ

ン
ト
や
、自
宅
で
頑
張
っ
て
い
る
子

ど
も
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
収
録

し
ま
し
た
。
教
職
員
の
姿
を
見
て
、

子
ど
も
た
ち
が
少
し
で
も
元
気
に

な
っ
て
く
れ
て
い
た
ら
幸
い
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
収
束
の
見
通
し
は
不
透

明
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、教
育
委

員
会
と
し
ま
し
て
は
、
今
ま
で
と

同
様
に
子
ど
も
た
ち
の
明
る
く
元

　

生
坂
村
教
育
委
員
会
で
は
、小
・

中
学
校
教
職
員
と
協
力
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

に
伴
う
学
校
の
臨
時
休
業
に
よ
り
、

自
宅
で
過
ご
し
て
い
る
小
・
中
学
生

を
対
象
と
し
た
学
習
サ
ポ
ー
ト
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
サ
ポ
ー
ト
は
、村
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ（
Ｉ
Ｃ
Ｎ
）を
通
じ
て
行
っ

て
お
り
、村
で
自
主
学
習
の
一
助
と

な
る
映
像
を
制
作
し
、
県
教
育
委

員
会
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

て
い
る「
い
っ
し
ょ
に
学
ぼ
う　

家

庭
学
習
サ
ポ
ー
ト
動
画
」
と
併
せ
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
中
に
放
送

気
な
声
が
響
く
こ
と
を
願
い
つ
つ
、

引
き
続
き
小
・
中
学
校
の
教
職
員

と
協
力
し「
子
ど
も
た
ち
の
命
・
健

康
を
守
る
」「
子
ど
も
た
ち
の
学
び

へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
」と

い
う
観
点
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

な
お
、
県
教
育
委
員
会
が
作
成

し
た「
い
っ
し
ょ
に
学
ぼ
う　

家
庭

学
習
サ
ポ
ー
ト
動
画
」は
、現
在
も

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
さ
れ

て
お
り
、
順
次
新
し
い
動
画
が
追

加
さ
れ
て
い
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
今

後
の
家
庭
学
習
に
お
い
て
も
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

ICNを通じ子どもたちに
心のこもった
温かいメッセージ

平林  亜
あ さ と

郷 ちゃん（1歳）
下生野／智之・のぞみさん

こんげつの

いい顔

初めてのピザ  上手にできたよ！


